
温
故
知
新

歴
史
は
未
来
の
羅
針
盤

　
『
近
江
日
野
の
歴
史
』
第
四
巻
「
近
現

代
編
」
を
発
刊
し
て
以
来
、
近
現
代
の

日
野
の
姿
を
様
々
な
視
点
か
ら
紹
介
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
新
し
い
町
村
の
成

立
と
公
益
に
尽
力
し
た
町
村
長
に
つ
い

て
紹
介
し
ま
す
。

新
し
い
町
村
の
成
立

　

明
治
二
十
二
︵
一
八
八
九
︶
年
二
月
十

一
日
、
大
日
本
帝
国
憲
法
が
公
布
さ
れ
、

日
本
全
体
が
国
の
制
度
上
新
し
い
段
階

へ
と
入
り
ま
し
た
。

　

こ
の
一
カ
月
半
後
の
四
月
一
日
、
滋

賀
県
に
町
村
合
併
に
よ
る
新
し
い
町
村

が
誕
生
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
明
治
二

十
一
年
四
月
、
法
律
第
一
号
と
し
て
町

村
制
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

政
府
の
意
図
は
、
国
家
を
安
定
さ
せ
る

た
め
、
そ
の
基
盤
と
な
り
、
国
の
政
策

を
実
行
す
る
行
政
能
力
と
財
政
規
模
を

持
つ
町
村
を
、
町
村
合
併
に
よ
っ
て
つ

く
り
出
す
こ
と
に
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
結
果
、
全
国
に
約
七
万
あ
っ
た

町
村
は
、
約
一
万
三
〇
〇
〇
に
減
り
ま

　
こ
れ
ま
で
に
刊
行
し
ま
し
た
『
近
江
日
野
の
歴
史
』
は
、
第

一
巻
「
自
然
･
古
代
編
」、
第
二
巻
「
中
世
編
」、
第
三
巻
「
近

世
編
」、
第
四
巻
「
近
現
代
編
」、
第
五
巻
「
文
化
財
編
」、
第

六
巻
「
民
俗
編
」、第
七
巻
「
日
野
商
人
編
」、第
八
巻
「
史
料
編
」

と
な
り
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
や
各
公
民
館
に
お
い
て
、
一
冊

四
千
円
で
好
評
販
売
中
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

し
た
。

　

日
野
町
域
に
は
、
一
町
五
村
︵
日
野

町
、
桜
谷
・
西
大
路
・
鎌
掛
・
南
比
都

佐
・
北
比
都
佐
各
村
︶
が
誕
生
し
ま
し

た
。
さ
ら
に
、
明
治
二
十
七
年
に
桜
谷

村
が
分
割
し
て
東
桜
谷
村
・
西
桜
谷
村

が
誕
生
し
、
一
町
六
村
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
新
し
い
町
村
に
は
法
人
格
が

与
え
ら
れ
、
条
例
な
ど
の
制
定
権
が
認

め
ら
れ
ま
し
た
。
国
の
強
い
統
制
下
に

置
か
れ
た
た
め
、
自
治
権
は
強
く
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
町
村
制
に
よ
り
、

地
方
自
治
と
呼
べ
る
体
制
が
こ
こ
に
整

い
ま
し
た
。

　

な
お
、
昭
和
三
十
︵
一
九
五
五
︶
年
に

現
在
の
日
野
町
が
誕
生
し
、
来
年
は
町

政
六
十
周
年
を
迎
え
ま
す
。

公
益
に
尽
力
し
た
町
村
長

　

町
村
制
の
施
行
に
伴
い
、
町
村
役
場

の
体
制
も
大
き
く
変
化
し
ま
し
た
。
町

村
役
場
に
は
、
町
村
長
・
助
役
・
収
入

役
・
書
記
が
置
か
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

　

町
村
長
と
助
役
は
住
民
の
直
接
投
票

に
よ
る
の
で
は
な
く
、
町
村
会
議
員
の

選
挙
に
よ
り
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
収
入

役
と
書
記
は
町
村
長
の
推
薦
に
よ
り
町

村
会
が
選
任
し
ま
し
た
。

　

町
村
長
の
任
期
は
四
年
で
、
名め
い

誉よ

職

が
原
則
で
し
た
。
名
誉
職
と
は
、
自
己

の
本
業
の
か
た
わ
ら
公
共
の
た
め
に
働

く
と
い
う
性
格
が
強
い
も
の
で
、
毎
月

の
給
料
が
出
な
い
代
わ
り
に
報
酬
が
支

払
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
報
酬
額
に
つ
い

て
は
事
実
上
そ
の
町
村
で
決
め
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

町
村
長
の
報
酬
は
決
し
て
高
く
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
多
く

の
町
村
長
が
公
益
に
尽
力
し

ま
し
た
。
そ
の
一
例
と
し

て
、
昭
和
二
年
か
ら
同
十
八

年
ま
で
の
四
期
十
六
年
間
に

わ
た
っ
て
東
桜
谷
村
長
を
つ

と
め
た
横よ
こ

山や
ま

増ま
す

右う

衛え

門も
ん

の
功

績
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
し
ょ

う
。

　

昭
和
六
年
に
は
住
民
の
移

町史編さん室　☎�3812　　FAX�3850
　　　　　　　E-mail  chousi@town.shiga-hino.lg.jp

動
手
段
と
な
る
よ
う
綿わ
た

向む
き

自じ

動ど
う

車し
ゃ

株
式

会
社
の
定
期
バ
ス
の
乗
り
入
れ
を
実
現
、

八
年
に
は
東
桜
谷
尋じ
ん

常じ
ょ
う

高
等
小
学
校
新

校
舎
の
建
設
、
十
一
年
に
は
村
の
中
ち
ゅ
う

枢す
う

施
設
と
な
る
東
桜
谷
村
役
場
庁
舎
・
信

用
組
合
事
務
所
の
建
設
、
十
三
年
に
は

無む

医い

村そ
ん

で
あ
っ
た
東
桜
谷
に
県
立
東
桜

谷
診
療
所
を
建
設
、
そ
の
他
、
主
要
幹

線
道
路
お
よ
び
各
字
を
結
ぶ
村
道
の
改

善
な
ど
、
昭
和
十
年
か
ら
兼
務
し
た
県

会
議
員
の
強
み
も
生
か
し
て
多
方
面
に

わ
た
っ
て
村
の
た
め
に
尽
力
し
ま
し
た
。

　

横
山
村
長
は
、
昭
和
十
八
年
九
月
に

急
逝
し
、
村
長
退
任
と
な
り
ま
す
が
、

数
多
く
の
功
績
が
称
え
ら
れ
、
昭
和
三

十
一
年
六
月
、
横
山
増
右
衛
門
氏
遺い

徳と
く

顕け
ん

彰し
ょ
う

会か
い

が
、
旧
東
桜
谷
村
役
場
前
に
横

山
村
長
を
顕
彰
す
る
胸
像
を
建
立
し
ま

し
た
。
現
在
は
、
東
桜
谷
公
民
館
に
移

さ
れ
て
い
ま
す
。

▲昭和2年から16年間東桜谷村長
をつとめた横山増右衛門の肖像
（東桜谷公民館所蔵）

広報ひの　2014.9.1 16


